
 

（第２号様式） 
令和６年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
 

県立向の岡工業高等学校長（全日制）  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価（中間報告） 学校関係者評価 

（10 月 22 日実

施） 

総合評価（３月 12日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・新教育課程に
おいて、工業教
育の特色を生か
し、社会で必要
とされる専門性
の向上を図る教
育課程を提供す
る。 
・自ら課題を発
見し解決する力
の育成と主体的
に学ぶ意欲の向
上を図る。 
・学校行事や生
徒 会 活 動 を 通
じ、自他の多様
性を尊重させ、
生徒の主体的な
活動の促進を図
る。 

①教育課程を再検討
し、ICT を活用した
授業力向上や、生徒
の工業への関心を高
め、積極的に参加す
る意欲を向上させ
る。 
②生徒会行事の円滑
な運営を支援し、生
徒の自立心を育成さ
せる。 
 

①令和６年度入学生に対
し本校の特色を生かした
新しい魅力ある教育課程
を提供する。授業用コン
テンツの充実と授業改善
として ICT に注力した研
究授業を実施する。 
①資格取得への指導体制
を構築し支援するととも
に、生徒の行事等への参
加を促す。 
②学校行事等において、
企画・準備段階から生徒
が主体的に取り組むよう
支援していく。 

①令和６年度入学
生に新しい特色の
ある教育課程は提
供できたか。授業
用コンテンツの充
実と授業での ICT
の活用は増えた
か。 
①資格取得の受験
者数・合格者数は
増加したか。行事
等に生徒が参加す
る機会を設けるこ
とができたか。 
②学校行事等にお
いて、生徒が主体
的に活動でき、成
功体験を積ませる
ことができたか。 
 

①総合的な探究の
時間、進路別必修
選択を取り入れた
新しい教育課程を
策定できた。ICT
活用については
ICT に特化した研
究授業の実施を予
定している。 
①生徒の資格取得
状況は順調で、ジ
ュニアマイスター
前期申請では、16
名(ゴールド4名、
シルバー5 名、ブ
ロンズ7名)が申請
している。 
②体育祭の種目の見
直しなど、生徒の声
を反映させることで
主体的な取組みを支
援できた。 

①探究についての授
業内容、進路別の選
択授業の選択モデル
など検討中の多くの
課題がまだ確定して
いない。PT で検討
し、年度内に確定す
る。 
 
①職員の負担増にな
らないような指導体
制を構築し、資格取
得を進めていきた
い。また、自身の進
路を見据えた資格指
導も考えていきた
い。 
 
②生徒が主体となる
向友祭の実施に向け
て、生徒会や参加団
体に必要な支援や準
備を滞りなく進めて
いく。 

工業教育の特色を
生かしつつ、生徒
の主体性、自主性
を育み労働観、職
業観を身に付けさ
せる取組の継続に
期待したい。 
教師と生徒の関係
が良好であり、生
徒のやる気を引き
出す先生方のご苦
労が成果として表
れていると感じ
る。 
資格取得指導が職
員の負担になって
いないか等、課題
を見つけ、総合評
価に向け解決する
為のプロセスを計
画的に推進してほ
しい。 

①魅力ある新しい教育課
程を策定し、今後の教育
活動のより一層の充実が
期待できる。ICT を活用
した授業研究については
基本形を策定できた。今
後はより改善を図り、質
の向上を目指したい。 
①生徒の資格取得状況
は、昨年より合格率を向
上させ、上級資格の取得
にも挑戦することができ
た。ジュニアマイスター
も 18 名(特別表彰 4 名、
ゴールド 2 名、シルバー
4名、ブロンズ8名)が申
請した。引き続き進路を
見据えた資格取得指導を
目指していきたい。 
②向友祭（体育の部、文
化の部）では、各クラス
や各団体の生徒たちが協
働的かつ様々な工夫をし
ながら主体的に取り組む
様子があった。成功体験
をもとに自信と自立心を
抱かせることができたと
考えている。 

①総合的な探究の時間に
ついては準備が遅れてい
るので探究 PT を中心に
準備を進めたい。 
①他のグループと連携
し、生徒に工業高校での
3 年間の学校生活に見通
しをもたせる指導をして
いきたい。進路に向け
て、何をすべきか計画を
立てる場面を設定してい
きたい。 
②体育館が改修工事とい
うこともあり、文化祭で
は企画を一部制限してい
たが、次年度に向けて改
めて生徒たちが主体的に
なって楽しめる学校行事
を行えるよう支援してい
く。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・自己の成長を
意識させ、社会
人としての基礎
力を身に付けさ
せる。 
 
・学校行事や部
活動を通じて、
責 任 感 、 協 調
性、自主性の涵
養を図る。 

①教育相談体制を強
化し職員間の情報共
有を密にしながら、
支援教育の視点を持
って、問題行動等の
未然防止と問題解決
を図る。 
②学校行事や部活動
における生徒の主体
的な活動への支援を
通して、自立心や責
任感を育成する。 

①課題や問題を抱えた生
徒の課題解決に向け、教
育相談体制を整え、SC
や SSW、教育相談コーデ
ィネーター等と連携しな
がら組織的な対応をす
る。配置されたスクール
メンターの有効活用も進
める。 
②各種委員会や部活動に
おいて、生徒一人ひとり
の役割を理解させながら
生徒の活動を支援する。 
②挨拶・服装・頭髪・遅
刻等、粘り強く指導を行
う。 

①学年や教科間及
び教育相談担当と
の連携による組織
的な支援教育を充
実させることがで
きたか。 
②学校行事や部活
動において、生徒
が自主的に取り組
むことにより、各
種委員会や部活動
の活性化が図れた
か。 
②遅刻指導等の件
数が前年度より減
少したか。 

①子どもサポート
ドックを活用しつ
つ、生徒情報の共
有化を図り、支援
を必要とする生徒
に対しては適切な
対応を進めた。 
 
②各部活におい
て、チームや個人
の目標設定などを
行い、意欲を持っ
た活動が行えてい
る。 
②遅刻指導の件数
は昨年より増加し
ている。 

①日々の生徒情報の
共有をはかり、支援
が必要な生徒に対し
て適切な対応を今後
も続けていく。 
 
②かながわ部活の日
の期間で部活総点検
の日を設け、顧問や
部員に点検表にチェ
ックをしてもらうこ
とで今後の活動の一
助にしてもらう。 
②引き続き、粘り強
く遅刻指導を行って
いく。 

文化祭等の様子か
ら先生方と生徒の
心が通じ合ってい
ると感じる様子が
窺え、良い関係で
あると思われる。 
就職率が高い本校
において、遅刻指
導が増加している
ことに不安を感じ
る。一定レベルの
自律性を身に付け
させてほしい。 

①子どもサポートドック
を２回実施し、支援を必
要とする生徒の情報共有
をおこなえた。また、
SC、SSW との連携も積極
的に図ることができた。 
②各部活動等において、
目標達成に向けた活動を
することができた。 
②遅刻指導の件数は１・
２年生は増加したが、３
年生は減少した。学校生
活に対する意識の違いが
表れているようである。 

①令和５年度は短いスパ
ンで２回のサポートドッ
クの実施となったが、よ
り良い時期にサポートド
ックが行えるよう計画的
に準備をしたい。 
②県の部活動の方針が改
定されたことを受けて、
改めて向の岡工業高等学
校の部活動方針を定め、
合理的でかつ効率的・効
果的な活動を行う。 
②学校生活に対する意識
づけを含め、粘り強く指
導を行っていく。 
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４年間の目標 
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３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひと
りの進路実現に
向けた進路指導
の充実を図る。 
・社会的・職業
的自立に資する
よう、労働観、
職業観を育成す
る。 

①３年間を見通した
進路の早い段階での
意識向上を図るため
のキャリア教育プラ
ンを策定する。 
②外部機関と連携
し、進路における最
新情報を得ること
で、労働観や職業観
及び社会規範の意識
向上や適切な進学選
択を図る。 

①グループ主催の進路指
導以外に担任との連携に
より LHR を利用した、
自己理解や適正理解、
様々な情報を収集し社会
人として必要な能力及び
資格を身につけさせるよ
うなカリキュラム作成を
行う。 
②進路選択において自己
の適正や実力を把握する
ための検査や説明会を複
数回実施する。 

①３年間のＬＨＲ
活用における進路
に関する自己や適
正の理解、社会人
としての能力向
上、資格取得の重
要性についてのカ
リキュラムを作成
し活用できたか。 
②進路に関する有
益な情報を生徒に
周知することで、
生徒の意識が向上
し、労働観や職業
観及び社会規範の
意識向上が図れた
か。 

①進路の関わるカ
リキュラムを作成
し、４月当初全学
年の担任へ配布・
共有を行った。 
②５月に自己の適
性を把握できるよ
うな進路説明会を
行った。また、６
月には３学年の進
路選択において保
護者と生徒間での
就職・進学に関す
る意識向上が図れ
るよう保護者対象
の説明会を行っ
た。 

①工業高校の特徴につ
いての理解不足によ
る進学と就職の考え
方へのミスマッチが
あることについて粘
り強く指導をしてい
く必要がある。 
②生徒の進路選択にお
いて、視野を広げ意
識向上が図れるよう
業者と連携を図り、
より多くの情報周知
に努める。 

インターンシップ
等働く体験を通し
て働くことの意義
や自身の進む道に
目を向ける機会が
今後も必要であ
る。 
進路に関するＬＨ
Ｒを取り入れたカ
リキュラム作成で
は、ＬＨＲ活用へ
の生徒の反応を検
証して今後に生か
してほしい。 

①カリキュラムの活用に
より、適性について深く
考えさせることができ、
結果、前年度より１次内
定率を７％増加させるこ
とができた。課題として
は、求人数が増えていく
中、何も考えていない生
徒が若干名いる 
②業者との連携により、
進路に関する目的意識を
育むことができた。課題
としては、企業選択直前
まで動かず安易に決めて
しまい、ミスマッチによ
り進路が決まらない生徒
が若干名いる。 

①求人数が増加する中で
将来の目標を持ち進路選
択ができるよう、多くの
情報を収集し、体験でき
るようなカリキュラム作
成に努める。 
②ミスマッチ削減のた
め、学生生活を送る中
で、できるだけ色々な経
験をし、情報収集できる
環境を業者との連携を強
化することで、生徒にあ
った指導を行っていく。 

４ 地域等との協働 

・「地域ととも
に育つ向工」を
実現し、「地域
で活躍する向工
生」を育むため
に、地域社会と
の連携による教
育活動を推進す
る。 

①「地域とともに育
つ向工」の実現をめ
ざし、分かりやすく
本校の教育活動を発
信する。 
②「地域で活躍する
向工生」を育むため
に、コロナ禍で制限
されていた地域や企
業との連携事業を増
進する。 

①ホームペーシﾞの動画
等を充実させ学校活動や
魅力について積極的な広
報活動を行う。また、学
校説明会の内容を再検討
し学校体験等も充実させ
る。 
②自動ハンドベル演奏や
ものづくり体験教室等に
おいて、他者に伝わるも
のづくりの楽しさを通し
て、自ら考える力やコミ
ュニケーション能力を育
む。 

①ホームページを
頻繁に更新し、学校
行事等の紹介を通し
て学校の魅力を積極
的かつ詳細に発信す
ることができたか。
また、学校説明会参
加者､受検者が増え
たか。 
②ものづくり体験
等に積極的な生徒
参加が促進でき、
自ら考える力やコ
ミュニケーション
能力、他者へ伝え
る楽しさ等のもの
づくり教育ができ
たか。 

①ホームページに
おいて、学校行事
や部活動の大会報
告等、実施後すぐ
に発信をすること
ができている。ま
た、学校説明会や
公私合同説明会等
多くの参加があ
り、広報活動が行
えた。 
②ワクワク体験や
テックラボ等にお
いて多くの生徒が
参加し実施するこ
とができている。 

①これからの説明会
で授業見学を行い、
工業高校の魅力、学
校紹介を行っていき
たい。ホームページ
の更新も継続して行
っていきたい。 
②今後行われる行事
に積極的に参加し、
コミュニケーション
能力等を育みたい。 
②令和６年度入学生
向けに新教育課程、
探究活動等の紹介を
行う。 

ホームページでの
広報活動の他に向
友祭等で生徒の学
習内容を取り入
れ、展示や体験を
充実させた内容に
するとさらに有効
である。 
入学を検討する中
学生に向けて、文
化祭の２日間開催
や学校説明会を３
回行う等アピール
に力を入れてお
り、今後の企画に
も期待したい。 

①学校説明会を年４回実
施し、テックラボ（高校
体験）は３回実施した。
入学者は定員に至らなか
ったが、テックラボ・説
明会等の参加者の多くが
本校を志願してくれた。
また、ホームページの更
新も積極的に行った。学
校行事の実施報告や部活
動の大会報告、資格取得
等、月平均７回ほど行
い、工業高校の魅力を紹
介した。 
②学校説明会やテックラ
ボ等において多くの生徒
が参加し実施することが
できた。 

①来校者集計結果を確認
し、実施時期や回数など
を検討する。また、中学
校の先生にもより一層ア
ピールできるようにす
る。ホームページの更新
を引き続き積極的に行
い、見やすくするため整
理する。 
②学校説明会や公私合同
説明会、テックラボなど
積極的に生徒参加を促進
する。また、中学校訪問
の際、母校訪問を実施す
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・校内の情報機器
の整備と防災教育
を推し進め安全安
心な教育環境を構
築する。 
・全ての職員の資
質向上を図るとと
もに風通しの良い
職場づくりをめざ
し教職員の事故不
祥事を未然に防止
する。 

①情報機器の有効活
用や、災害時の安全
確保等、生徒の主体
的な行動を育成す
る。 
②保護者等・地域に
信頼される学校づく
りをめざし、不祥事
防止に取り組む。 

①情報機器の利用に関し
て研究授業や研修会を行
う。 
①実践的な避難訓練を計
画的に行い、成果と課題
を検証し、次へ活かせる
ようにする。 
②私費会計等、担当者向
け研修を行い、知識を身
に付け、また、全職員が
連携・協力して未然防止
の意識啓発を図る。 

①教員が授業への
効果的な利用がで
きたか、また授業
を受けた生徒の反
応、変化はどう
か。 
①防災訓練実施後
の振り返りシート
等で理解度や効果
を図る。 
②全職員で不祥事
ゼロの意識を持
ち、達成できた
か。 

①情報機器に関す
る研修はまだ行え
ていない。 
①防災訓練におい
て、身近に起こり
うる災害につい
て、確認する機会
を設けた。 
②会計担当者向け
研修を各学期に１
回ずつ行った。 
②毎月の職員会議
で事故不祥事防止
会議を行った。 

①ＩＣＴ機器の利用
に関する質問等をど
のように受けていく
か。 
①非常放送の聞こえ
方が不十分だったた
め、当日中に確認を
行ったが、今後はト
ラブルなく行えるよ
うにする。 
②継続的な声掛けや
研修を行う。 

ＩＣＴを活用した
アンケートを活用
して、生徒の理解
度を随時確認しな
がら授業を進める
等、さらなる有効
活用に期待する。 
ごみの分別が徹底
されていて素晴ら
しい。 

①情報機器利用の促進に
関する研修を行うことは
できなかったが、防災訓
練において ICT 機器を用
いて安全確認作業を生徒
と共に行うことができ
た。今後はより効果的な
利用方法について検討
し、全職員に共有してい
きたい。 
②今年度、大きな事故や
不祥事は起こらなかっ
た。来年度も気を抜か
ず、継続的な研修や声が
けを行っていく。 

①教務グループと連携を
し、ICT 活用の研修会、
その後、研究授業という
流れを作り、より実戦に
向けた活動にしていく。 
②会計担当者の負担を軽
減するために、使用する
ファイルを共通化し、誰
が見てもわかりやすく扱
いやすいものにする。 
教室や選択教室の整備を
進める。 

 


